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総務委員会会議録 

 

日時     令和２年６月３０日（火）     開会時間    午前９時５９分 

閉会時間    午後２時４１分 

 

場所     委員会室棟 第１委員会室 

 

委員出席者     委員長  猪股 尚彦 

       副委員長 杉原 清仁 

委員   皆川  巖  白壁 賢一  山田 一功  水岸富美男 

     卯月 政人  志村 直毅  飯島  修  藤本 好彦 

 

委員欠席者  なし 

 

説明のため出席した者  

   公安委員会委員 赤岡 利行  警察本部長 大窪 雅彦  警務部長 大泉 雅昭 

   警備部長 窪田 圭一  交通部長  㓛刀 康友  刑事部長 清水 順治 

   生活安全部長 荒居 敏也  会計課長 進藤 明  首席監察官 比留間 一弥 

   警察学校長 加々美 誠  警務部参事官 川口 守弘  警備部参事官 大森 仲 

   交通部参事官 井上 久  刑事部参事官 瀬戸 良広  理事 吉田 一成 

   総務室長 天野 英知  監察課長 堀内 徹  警備第二課長 三浦 昇 

   教養課長 姫野 賢司  捜査第二課長 今橋 敦  交通規制課長 内藤 智 

   捜査第一課長 大森 勇人  生活安全部参事官 佐藤 光男 

   交通指導課長 齋藤 武彦  組織犯罪対策課長 五味 雄二 

   生活安全捜査課長 小林 英樹  警務部次長 三井 幹夫 

   少年・女性安全対策課長 所 紀久男  厚生課長 山村 和之 

   通信指令課長 赤池 久人  地域課長 清水 高博  運転免許課長 和田 弘記 

 

   知事政策局長 渡邊 和彦  政策企画グループ政策参事 斉藤 由美 

   政策調査グループ政策調査監 植村 武彦  秘書グループ管理監 武井 紀人 

   広聴広報グループ戦略広報監 三科 隆人 

   疾病対策推進グループ政策参事 佐野 満  国際戦略グループ国際戦略監 雨宮 学 

  県民生活部長 丹澤 尚人 

   県民生活部次長（県民生活総務課長事務取扱） 井上 泰子 

   北富士演習場対策課長 伴野 直明  統計調査課長 小林 司 

   県民安全協働課長 望月 英二  地域創生・人口対策課長 有泉 公彦 

   私学・科学振興課長 小林 洋一 

   スポーツ振興局長 赤岡 重人 

   スポーツ振興局次長（オリンピック・パラリンピック推進課長事務取扱） 草間 聖一 

   スポーツ振興課長 安藤 明範   

   リニア交通局長 三井 孝夫 

リニア交通局次長（リニア用地事務所長事務取扱） 大野 健 

   リニア推進課長 石寺 淳一  交通政策課 藤原 鉄也   

 

   総務部長 市川 康雄  総務部次長（人事課長事務取扱） 染谷 光一 

   総務部次長（財政課長事務取扱） 井上 弘之  職員厚生課 柴田 克己 

   税務課長 村松 茂樹  財産管理課長 丸山 正雄  資産活用室長 小澤 浩 
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   行政経営管理課長 保坂 一郎  市町村課長 古屋 登士匡 

   情報政策課長 土屋 隆 

   防災局長 末木 憲生  富士山火山防災監（火山防災対策室長事務取扱） 関 尚史 

   防災危機管理課長 小澤 清孝  消防保安課長 丸茂 敏樹 

   会計管理者 平賀 太裕  出納局次長（会計課長事務取扱） 今井 幸一 

   管理課長 柳原 明裕  工事検査課長 牧野 和憲 

   県議会事務局次長（総務課長事務取扱） 高野 雄司 

   人事委員会事務局長 奥秋 浩幸 

   代表監査委員 小島 徹  監査委員事務局長 神宮司 易 

 

 

議題 （付託案件）  

第 ６５ 号  山梨県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例中改正の

件 

第 ６６ 号  山梨県県税条例中改正の件 

第 ６７ 号  山梨県県税条例等中改正の件 

第 ６８ 号  山梨県地方活力向上地域における県税の特別措置に関する条例中改正

の件 

第 ６９ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算の補正

額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及び歳出中総務

委員会関係のもの、第２条繰越明許費中総務委員会関係のもの並びに

第４条地方債の補正 

第 ７３ 号  契約締結の件 

第 ７６ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算の補正

額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及び歳出中総務

委員会関係のもの 

第 ７７ 号  令和２年度山梨県集中管理特別会計補正予算 

承 第 １ 号  山梨県県税条例等中改正の件 

承 第 ２ 号  山梨県県税条例中改正の件 

 

 

請願第１－２号  核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書採択について  

請願第２－３号  国に対し「消費税率五％への引き下げを求める意見書」の提出を求めるこ

とについて  

請願第２－４号  選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求める意見書を国へ提

出することについて  

請願第２－５号  「桜を見る会」の疑惑解明のため徹底審議を求める意見を提出することを

要望することについて  

請願第２－６号  運転代行業者に対する国の支援措置の創設を求めることについて  

請願第２－９号  「学生に対する支援の抜本的な充実を求める意見書」の採択を求めること

について  

 

 

審査の結果    付託案件については、いずれも原案のとおり可決すべきもの、承認すべき

ものと決定した。また、請願第１－２号、請願第２－３号、請願第２－４号、

請願第２－５号、請願第２－９号については継続審査すべきもの、請願第２

－６号については採択すべきものと決定した。 
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審査の概要    まず、委員会の審査順序について、警察本部、知事政策局・スポーツ振興

局・県民生活部・リニア交通局、総務部・防災局・出納局・人事委員会事務

局・監査委員事務局・議会事務局の順に行うこととし、午前９時５９分から

午前１０時３２分まで警察本部関係の審査を行い、休憩をはさみ、次に、午

前１０時４８分から午前１１時５３分まで、途中休憩をはさみ、午後０時５

９分から午後１時２２分まで知事政策局・スポーツ振興局・県民生活部・リ

ニア交通局関係の審査を行い、休憩をはさみ、最後に、午後１時３８分から

午後２時４１分まで総務部・防災局・出納局・人事委員会事務局・監査委員

事務局・議会事務局関係の審査を行った。 

 

 

 

主な質疑等 警察本部関係 

              

※第 ６９ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算

の補正額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及

び歳出中総務委員会関係のもの、第２条繰越明許費中総務委員会

関係のもの並びに第４条地方債の補正 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ７６ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算

の補正額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及

び歳出中総務委員会関係のもの 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※所管事項 

質疑 

（甲府警察署における被疑者逃走事案について） 

皆川委員  先日、甲府警察署において、逮捕した被疑者に逃走されたという新聞報道が

されました。このようなことは、安全安心の一番のよりどころであります警察

署での出来事なので、市民は強い不安を感じているんじゃないかと思いますが、

まず、現時点でわかっている概要を教えていただきたいと思います。 
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瀬戸刑事部参事官 お尋ねの案件につきましては、令和２年６月２０日、甲府警察署におきま

して、タクシーの無賃乗車をした詐欺事件の被疑者として逮捕した４５歳の男

が、取り調べの休憩中に取調べ室から敷地の外へ逃走し、逃走から約２３分後

に検索中の同署員が発見し、緊急逮捕をした事案であります。 

 

皆川委員  被疑者に逃走されるということは、本来あってはならないことだと思います

が、そのときの状況をさらに詳しく説明してください。 

 

瀬戸刑事部参事官 甲府警察署３階にある取調べ室で被疑者の取り調べを実施中、昼休みの時

間帯に監視員を配置して昼食と休憩をとらせていたところ、監視員のすきをつ

いて被疑者が取調べ室の通路に設置されたドアから庁舎内を通り、１階出入り

口ドアから敷地外へ逃走したというものであります。 

  なお、当日、動静監視という集中力を要する任務に当たっていたのは、当番

明けの非番となった警察署員であり、当日も引き続き勤務していました。また、

取調べ室から廊下、階段に通じるドアについては、鍵がかけられていない状態

でありました。 

 

皆川委員  前夜の当番明けの警察署員が監視に当たっていると、睡眠不足になる人は多

いんでしょうかね。 

 

瀬戸刑事部参事官 当番明け、あるいは非番の勤務員、これを業務に当たらせるということは

あります。 

 

皆川委員  睡眠時間だよ。 

 

瀬戸刑事部参事官 睡眠時間につきましては、夜間帯の取り扱い状況により異なりますけれど

も、通常の生活と比べると少ないことが多くあります。前日の勤務状況や体調

等の健康状態に配慮することが求められていると考えております。 

 

皆川委員  当直明けの署員に監視役をさせるというような勤務体制。当直明けの署員に

監視させないような勤務体制を考えるということはできないでしょうかね。 

 

瀬戸刑事部参事官 今後は、当該警察官個人の問題として捉えるのではなく、職員の勤務状況、

体調や疲労といった健康状態を考慮した幹部による任務付与のあり方、無理の

ない働き方など、組織全体の問題として捉え、対応を進めていきたいと考えて

おります。 

 

皆川委員  被疑者に逃走されるということは、場合によっては、県民の生活に多大な影

響を与える、また、及ぼしかねないと思うんですが、本事案におきまして、県

民に危険を及ぼしたというようなことが実際あったんでしょうかね。 

 

瀬戸刑事部参事官 逃走した被疑者は、無賃乗車をした詐欺事件の被疑者であること、凶器等

を所持している事実もなかったこと、逃走から約２３分という短時間で身柄を

確保したこと、逃走時に何らかの罪を犯した事実もなかったことなどから、県

民生活に重大な危険を及ぼすようなことはなかったものと考えております。 

  なお、県警察では、逃走時に、県下に緊急配備を発令するとともに、可能な

限りの警察官を動員して、被疑者の発見と市民の安全確保に努めたところであ

ります。 
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皆川委員  過去に県警では、日下部署において被疑者に逃走されていますよね。今回、

また逮捕被疑者に逃走されるというようなことがあり、日下部署のときの反省

や教訓が生かされていないと思うんですよね。そこで、今後、こういうことが

二度と起こらないように、発生させないためには、どうしたらいいかという再

犯防止対策を考えているのでしょうか。 

 

清水刑事部長  ただいま御指摘がございましたとおり、県警察では、平成２５年に、現行犯

逮捕した被疑者を、警察署の敷地内でパトカーからおろす際に逃走されるとい

う事案が発生したことを受けまして、手錠の適切な使用や、被疑者を敷地から

出し入れする際に多数の警戒員を配置することなどにより、再発防止に努めて

きたところでございます。 

  こうした中で、前回とは違う対応であったとしても、今回、再び逃走を許し

てしまったということは、被疑者は常に逃走の機会をうかがっているという基

本的な危機意識が欠落していたものと重く受けとめております。 

  今回、再び被疑者の逃走を許し、県民の皆様に不安と御心配をおかけしてし

まい、心からおわびを申し上げます。 

  県警察では、今回の事案を受けまして、これまでに各警察署に対し、手錠や

腰縄の適正な使用や、被疑者の動静監視の徹底などを指示し、再発防止に努め

ているところでございます。 

  今後も、全ての職員において基本を徹底し、二度と逃走事案を起こさないよ

う取り組んでまいります。 

 

皆川委員  今、刑事部長が言いましたように、再犯防止対策を徹底して、今後二度とこ

ういうことが起こらないように、しっかりやっていただきたいと思います。 

 

（令和２年における刑法犯罪や交通事故等の状況について） 

飯島委員  この議案審議資料を拝見したところ、「県民の期待と信頼に応える強くしなや

かな警察の確立」と書かれています。きょうは６月３０日ということで、令和

２年も半年を過ぎました。県警の皆さんは、日夜本当に苦労されて、敬意を表

するわけであります。ことしは議案審議資料にも書いてあるように、延期され

たとはいっても東京オリンピック・パラリンピックが計画され、中部横断自動

車道の開通、リニアの建設等、本当に警察の方々には気が休まらない事例があ

ります。ここの表にもあるんですけど、半年過ぎて、交通事故はどうなのか。

あるいは、刑事事件というか、この表にある推移は、年初の県警の目標や取り

組みと比較して、半年経過し、今どういう結果が出ているのか、また、それを

見据えて、これから半年はどういうことに取り組むのかということを、お伺い

したいと思います。 

  例えば、６２ページの刑法犯罪種別認知件数や交通事故の発生状況は、平成

２２年から１年ごとの資料があるわけですね。先ほど申し上げたように、きょ

うは６月３０日で令和２年も半年経過しており、一体どういう状況なのか、ま

た、そういうことを把握しているのか。さらに、次の半年、どう取り組むのか。 

 

井上交通部参事官 飯島委員の御質問のうちの交通関係についてお答えさせていただきます。 

  ことしの６月２８日現在の数字を見ますと、県内における交通事故関係の発

生件数は９６７件で、前年と比較しますと、発生状況は５３７件のマイナスで

あります。また、死亡事故の発生件数は９件で、９名のとうとい命が亡くなっ

ておりますが、前年と比較しますとマイナス３件、マイナス３名という状況で

あります。また、負傷者につきましては１,２０２名、前年と比較しますとマイ

ナス７０８名ということで、いずれも昨年と比較しまして件数的には減少して
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いる状況であります。 

  ただ、ことしはコロナウイルス等の関係から、不要不急の外出の自粛等の状

況も考えられますので、今後、交通事故防止につきましては、ここから後半に

向けて広報啓発、また必要な取り締まり等により、事故防止に努めていく所存

であります。 

 

瀬戸刑事部参事官 上半期の統計数値については、まだ出ておりませんが、５月末現在の刑法

犯認知件数につきましては、１,３０２件でございまして、前年同期比で２８２

件減少しております。前年同期比で減少した主な罪種につきましては、窃盗犯

のうち乗り物盗が９３件、非侵入窃盗が１０８件、それぞれ減少している状況

にあります。 

 

猪股委員長  飯島委員からの質問では、今後の対策や、思いを語ってくれということを言

われていますから、その辺を確認させていただきたい。 

 

瀬戸刑事部参事官 県警察といたしましては、刑事部に関係する刑事事件につきまして、積極

的な捜査を展開し、県民の生活の安全を守れるよう、努力してまいりたいと考

えております。 

 

飯島委員  いずれも数字的にマイナスになっている傾向で、それは日々県警の皆さんの

御尽力のたまものだと、改めて敬意を表する次第であります。 

 

（県警察の働き方改革について） 

  次に、議案審議資料の中で、ことしの対応として、若手警察官の早期戦力化、

あるいは女性職員の活躍やワーク・ライフ・バランスにも配慮した業務の合理

化、効率化の推進をすると書かれているんですね。具体的にはどういうことを

やっているんですか。 

 

川口警務部参事官 飯島委員のワーク・ライフ・バランスを初めとした県警察の働き方改革等

についての質問にお答えさせていただきます。 

  県警察におきましては、警察に課せられた重要な任務を全うするために、何

よりもその基本となるのが人的基盤だと認識しております。そうした中で、全

ての職員がやりがいと充実感を持って生き生きと働き、また仕事上の責任を果

たしていくことができるよう、さらに個人の時間を持ち、健康で豊かな生活を

送ることができるよう、仕事と私生活の調和を図る取り組みを推進しているわ

けであります。 

  今後も、これらの取り組みが一歩も後退することのないよう、組織を挙げて

取り組むこととしております。具体的には、女性の活躍の促進については、女

性の活躍できる職域の拡大を図っておりますとともに、採用におきましても、

女性警察官の占める比率をふやすよう努力しているところであります。また、

全職員に対しては、休暇の積極的な取得によりまして、めり張りをつけた勤務

や、業務の合理化、効率化といったところに、組織を挙げて取り組んでおりま

して、そういったところで働きがいのある職場環境づくりの構築に努めている

ところでございます。 

 

飯島委員  言うまでもなく、女性の社会進出はとても大事ですし、警察というとどうし

ても男社会という偏見もあろうかと思います。いろんな事件とかで、女性の目

線で解決するというのはとても大事じゃないかなと思うわけであります。 

  女性警察官の割合が、今どういう傾向にあるのか、全体で何％か、教えてい
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ただけますか。 

 

川口警務部参事官 飯島委員の御質問にお答えいたします。 

  今現在の女性警察官の比率につきましては、約９％となっております。県警

察では、当面の間１０％を目標として、現在進めているところでございます。

こうした中で、女性警察官に対しては、いわゆる出産や育児等のいろいろな問

題がありますが、こういったものも組織でバックアップしてクリアな状態とし、

長く警察組織に勤められる取り組みを進めております。 

 

飯島委員  この９％は、全国平均と比べて多いんでしょうか、少ないんでしょうか。山

梨県議会は、きょう小越議員がいらっしゃっていますが、女性議員１人なんで

すね。全国でも本当に少ないという、余りいい例ではなく取り上げられるんで

す。県警の女性の９％というのは、全国平均でどういうレベルなんでしょうか。

それと、もっとふやそうといった目標はあるんですか。それもあわせてお伺い

したいと思います。 

 

川口警務部参事官 先ほど申し上げましたとおり、県警察におきましては、今現在で約９％と

いうことで、これは全国平均が９.４％ですので、ほぼ全国平均と同じでござい

ます。それから、これはあくまでも暫定数値でございます。県警察では、令和

３年４月までに、この割合を約１０％程度にすることを目標としております。

このために、女性の武道採用の新設、女性限定の採用説明会の開催、また女性

専用のシャワー室等の設備の拡充、さらには育児介護に関する制度の充実化な

どを図って、より県警に魅力を感じていただけるよう、さらに取り組みを進め

ているところでございます。 

 

（あおり運転の厳罰化について） 

水岸委員  全国的にも問題となっている、あおり運転の厳罰化が、きょうからスタート

ということですけども、山梨県では被害に遭った方というのはどのくらいいる

んでしょうか。 

 

齋藤交通指導課長 実際の被害というものは、把握しておりませんが、平成２９年からの検挙

でいいますと、６件、８名のあおり運転行為に関する犯罪を検挙しております。 

 

水岸委員  きょうから厳罰化がスタートするということですが、主にどのような点が変

わるんでしょうか。 

 

井上交通部参事官 水岸委員の御質問にお答えしたいと思います。 

  改正道路交通法では、法第１１７条の２の２第１１号に、他の車両等の通行

を妨害する目的で、道路交通法上の１０類型の違反行為であって、当該他の車

両等に道路における交通の危険を生じさせるおそれのある方法によるものをし

た者を処罰に処すると規定されております。 

  これは、他の車両等の通行を妨害する目的で、道路交通法に規定している一

定の違反行為、通行区分違反や急ブレーキの違反等、そういった１０類型の違

反に該当する行為を、他の車両等に道路における交通の危険を生じさせるおそ

れのある方法により行った場合に、妨害運転として処罰の対象になり得るとい

う規定であります。 

  罰則についてでありますけれども、その他の車両等の通行を妨害する目的で、

他の車両等に道路における交通の危険を生じさせるおそれのある方法により、

１０類型の違反をした者につきましては、３年以下の懲役又は５０万円以下の
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罰金ということであります。また、同じく妨害する目的で高速自動車国道等に

おいて、他の自動車を停止させ、その他道路における著しい交通の危険を生じ

させた者につきましては、５年以下の懲役又は１００万円以下の罰金という規

定になっております。 

 

水岸委員  自転車も同じように厳罰化されるということですが、自転車の場合、行政処

分は多分できないと思うんですが、どのような罰則を設けるんでしょうか。 

 

井上交通部参事官 自転車につきましては、平成２７年から、悪質な自転車運転者に対して交

通の危険を防止するための講習を受講する制度が施行されております。平成２

７年当時は、自転車が交通の危険を生じさせるおそれのある違反として信号無

視や酒酔い運転など１４類型を指定しておりました。これを、３年以内に２回

以上した者には登録制度により、自転車運転者の講習を受講することを命ずる

ことができ、また、この命令に従わない場合は、５万円以下の罰金が科される

こととされております。 

  今回の道路交通法の改正によりまして、施行令も改正され、この１４型に妨

害運転の１型が追加されたという状況であります。 



 

- 9 - 

主な質疑等 知事政策局、スポーツ振興局、県民生活部、リニア交通局関係 

              

※第 ６９ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算

の補正額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及

び歳出中総務委員会関係のもの、第２条繰越明許費中総務委員会

関係のもの並びに第４条地方債の補正 

 

質疑     

 

（ＰＨＲ利活用検討費について） 

志村委員   課別説明書、知の２ページ、マル新のＰＨＲ利活用検討費について伺います。  

  ＰＨＲということで、病院とか薬局ごとに保存・保管されている個人の医療

データを、これから活用していくことを検討するということなんですけども、

この事業目的をもう少し詳細に御説明をお願いします。  

 

斉藤政策企画グループ政策参事 スマートフォンなどの普及に伴い、アプリをダウンロードい

たしまして情報入力する。その健康、医療などの情報、それがＰＨＲという情

報になります。それが、個人の健康管理や改善につながることはもとより、Ｐ

ＨＲを活用しました新しいサービスの創出に活用することができるよう、今い

ろいろな状況になってきたところでございます。  

  そういった、ＰＨＲのアプリの普及を全県民にする方策、また総合的な利活

用を検討しまして、多くの県民や団体、企業に対して、この取り組みへの参加

を誘発する、そのような戦略を策定していただくということを目的としている

事業でございます。  

 

志村委員   今回、４ ,０００万円余りの予算ということですけども、今おっしゃられた利

活用の方針を検討していく戦略を策定することと、協議会の開催とありますけ

ども、具体的にどのような形で戦略の策定や協議会の開催をしていくのか、ス

ケジュール的なものを含めてお願いします。  

 

斉藤政策企画グループ政策参事 戦略の策定ということでございますが、ＰＨＲには、今さま

ざまなアプリが出ているところであり、その現状であるとか、動向の調査・分

析をしていただくということがございます。そのほか、アプリの普及や利活用

策についてですが、今アプリは電子版かかりつけ連携手帳を想定しております

が、利用の促進策、またＰＨＲの利活用策なども提案してもらおうかと思って

います。そのほかアプリをプラットホームとしましたビジネスモデル、そこま

で一応提案をしていただこうかと思っております。ビジネスモデルに精通した

コンサルなどに戦略を支援していただきまして、来年３月をめどに公表を考え

ているところでございます。  

  協議会の開催につきましては、業者に委託をさせていただきました戦略につ

きまして、委託先から提案を受け、その内容について議論をする場にしたいと

思っております。今のところ、３月までに５回程度、想定をしているところで

ございまして、それぞれ業者からいただいた時々の提案について議論をする場

にしたいと思っております。  

 

志村委員   戦略のほうはビジネスモデルのイメージまで含めてということですけれども、

ＰＨＲアプリの開発をして、導入していくという中においては、利用されない
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となかなか機能しません。厚生労働省が新型コロナウイルスの接触確認アプリ

ＣＯＣＯＡを皆さんにダウンロードしてくださいと周知を図っていますけども、

昨日の１７時時点で４７２万件のダウンロードということです。これは、令和

元年度の情報通信白書によれば、スマートフォンの保有率が６５％といわれて

いますので、これに当てはめると、単純に数でいうと、まだ６％程度という状

況になります。  

  このＰＨＲが、基本的にこういう個人の健康や医療、そして介護といった情

報を、自分自身も生涯にわたって活用できるという意味では、非常に貴重なも

のだと思いますし、これからの時代は、疾病予防や健康づくりという場面でも

非常に期待されていくんじゃないかと私も感じています。今では、母子健康手

帳やお薬手帳、また介護予防手帳等、先ほど言われた、かかりつけ連携手帳が

あるんですけども、ＰＨＲの事業者が県になるのか委託の専門業者になるのか

わかりませんけれども、将来的には、こういった形で一元的に利活用される方

向に進むのかなと思います。そういう意味で、災害時や救急、転出入の場面で

も利活用が見込まれますし、民間保険会社の保険サービスにも活用されるとい

うような、いろんなイメージが出てくると思います。ぜひそういう意味でもＰ

ＨＲの仕組みが、基幹的なものになる必要があると思いますので、しっかりメ

リットや、それから個人情報のようなセンシティブな面にも配慮しながら、県

民にとって有効に利活用できる、理解の促進もしていただきながら、この戦略

策定をしてほしいと思います。最後に、その点について御所見を伺いたいと思

います。  

 

斉藤政策企画グループ政策参事 委員がお話しいただいたとおり、ＰＨＲ利活用の前に、まず

普及ということが十分必要かと思っております。そのためには、想定でありま

すけれども、アプリをダウンロードして、例えば情報にポイントがつくとか、

入力したデータに基づいた健康指導のサービスができるというような形で、何

か動機づけを考えていかなければいけないと思っています。あわせて利便性に

ついては、入力もなかなか難しいこともあるかと思いますので、例えばＱＲコ

ードとか、それを読み取れるといったことも考えていかなければいけないと思

っております。あと、今後、ためたデータを利活用していかなければならない

とも思っておりますので、例えば、将来的にオーダーメードの健康改善とかを

可能にすることも考えております。  

  また、ビジネスモデルとして興味のある企業に参画してもらって、一緒に、

例えば薬品とか、医療機器など、そういったものの開発も考えられると思って

おりますので、ここのところはしっかりと普及策、また利活用策についても検

討してまいりたいと思っております。  

 

（スポーツ成長産業化戦略策定事業費について） 

志村委員   次に、スポーツ振興課、課別説明書のスの４ページにありますスポーツ成長

産業化戦略策定の関係です。 

私は、本会議の一般質問で、ｅスポーツによる地域活性化を提起させていた

だき、知事からも前向きな御答弁をいただきました。ぜひｅスポーツを、この

戦略の策定に盛り込んでいただきたいと考えています。これについて１点だけ

お聞きしたいと思います。  

 

安藤スポーツ振興課長 スポーツの成長産業化戦略は、これから策定することになるわけでご

ざいますけれども、その過程におきまして、例えばｅスポーツを活用して地域

活性化の可能性が具体的にあるといったことがございましたら、その内容を戦

略のほうにも反映させてということを考えてまいりたいと思います。  
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卯月委員   同じく、スの４ページ、スポーツ成長産業化戦略策定事業費について伺いた

いと思います。  

  国では、未来投資戦略２０１８を策定して、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０の実現に向

けて、これをフラッグシップのプロジェクトに位置づけ、数値目標の設定、具

体的施策としてスポーツを核とした地域活性化とスポーツの成長産業化の基盤

形成をしていくとしています。県においては、スポーツによる地域活性化を知

事が表明し、本年２月には、スポーツによる地域活性化懇話会を立ち上げ、有

識者の方々から御意見を聞いていると聞いています。  

  また、本年４月には、スポーツ施策を一元的に所掌するスポーツ振興局を設

置しております。こうした県の取り組みとともに、多くの資源を有する山梨に

は、スポーツを活用した地域活性化の可能性を十分に感じ、期待をしていると

ころであります。そこでまず、このスポーツ成長産業化戦略を策定する目的を

お伺いしたいと思います。  

 

安藤スポーツ振興課長 スポーツの成長産業化に取り組むことは、本県にとって新たな政策と

なるものでございます。これを進めるためには、県や市町村あるいは民間企業、

競技団体など多様な主体と連携しながら、本県の特性を踏まえた取り組みを進

めていく必要があると考えております。その具体的な施策の方向性を明らかに

するため、戦略を策定することとしております。  

 

卯月委員   スポーツの成長産業化に向けては、競技団体、関係団体等が一体となって取

り組んでいくということが必要だと思います。志村委員の質問にもありました

けれども、目的を達成するために、戦略をいかに立てていくかが重要であると

考えます。恐らく、他県においても、国の方針を受けて同様の戦略を策定して

くるのかなと思います。本県の絶好の立地条件等を生かして、自治体間競争を

勝ち抜いていくため、この戦略にどのような内容を盛り込んでいくのかをお伺

いしたいと思います。  

 

安藤スポーツ振興課長 戦略におきましては、まず国内外の先進事例、あるいは本県が有する

スポーツ資源や環境を調査しまして、スポーツでどのように地域活性化を図る

ことができるのか、施策の方向性を明らかにしたいと考えているところでござ

います。その上で地域活性化を進めるエンジンとしての地域スポーツコミッシ

ョンやスタジアムにつきまして、そのあり方を具体化してまいりたいと考えて

おります。  

 

卯月委員   スポーツを活用して、今山梨で何ができるのかを明らかにしていただきたい

と思います。  

  幅広い内容であるから、十分な検討も必要だと思います。先日、山梨県と大

月市でデュアルベ－スタウンの研究会が設置され、サテライトオフィスを誘致

して、人口流入を図ろうというようなこともしています。本県を訪れていただ

く方々にも、この地でスポーツを楽しんでいただいて、滞在できるように、ぜ

ひそのような内容を盛り込んでいただけたらなと思います。最後に、この策定

のスケジュールについてお伺いしたいと思います。  

 

安藤スポーツ振興課長 補正予算の議決をいただいた後に委託業務を発注しまして、２月まで

に素案を作成、その後パブリックコメントを行い、本年度中に策定してまいり

たいと考えております。 

 



 

- 12 - 

卯月委員   ぜひ、この戦略をもとにして、都心から近く、自然が豊かという立地条件を

生かして、スポーツの成長産業化を図っていただきたいとお願いしたいと思い

ます。くどいようですけども、そこをお願いして質問を終わりたいと思います。

何かありましたらお願いします。  

 

安藤スポーツ振興課長 山梨におきまして、スポーツを活用いたしまして、どんな活性化が図

れるのか、我々県といたしましても、一生懸命取り組んでまいりたいと考えて

おります。  

 

（更生保護施設施設整備事業費補助金について） 

水岸委員   課別説明書の県民２ページのマル臨、更生保護施設施設整備事業費補助金に

ついて伺います。  

  安全で安心して暮らせる地域社会を実現するためには、罪を犯した者を社会

全体で支え、再犯を防止する取り組みが非常に重要であると考えますが、こと

し２月定例会の本会議において、再犯防止に向けた取り組みについて質問した

ところ、罪を犯した者の立ち直りに向けて、更生保護施設に対する支援の検討

を行うとの答弁がありました。そこで、今回、更生保護施設の整備にかかわる

補助金が計上されていますが、まず補助金について、補助先である山梨以徳会

とはどのような法人なのか伺います。  

 

望月県民安全協働課長 山梨以徳会につきましては、犯罪をした者の自立更生に必要な事業を

行うことで、その者の更生を図ることを目的といたしまして、法務省の認可を

受け設立されました、県内唯一の更生保護法人でございまして、甲府市内にあ

ります更生保護施設を運営している法人でございます。  

 

水岸委員   更生保護事業を行う法人が、県内には山梨以徳会しかないということであれ

ば、非常に重要な役割を担っていただいていると思いますが、現在の施設の状

況と、施設では具体的にどのような事業を行っているか伺います。  

 

望月県民安全協働課長 現在の施設につきましては、昭和４４年の建設後５０年以上が経過い

たしておりまして、耐震化の基準を満たしてございません。また、プレハブの

物置の一部を転用いたしまして、作業場として使用しているものもございます

が、手狭で十分に作業ができていない状況でございます。  

  事業につきましては、施設では宿泊場所や食事の提供をするとともに、入所

者の社会生活に適応するために必要な生活指導ですとか就業支援など、入所者

の自立更生を図る事業を実施してございます。  

 

水岸委員   施設が、刑務所等から出て帰るところや働く場所がないという人にとって、

生活の基盤となる大切な施設であることはわかりました。施設整備には相当の

費用がかかると思います。県からの補助額は１,５００万円でありますが、更生

保護施設ということで、国などの補助も考えられますが、施設整備に係る総費

用等の財源はどうなっているのか伺います。  

 

望月県民安全協働課長 本体工事費につきましては約２億８ ,０００万円でございます。これに

備品費ですとか、仮設事務所費等を加えますと、総事業費は３億２ ,０００万円

でございます。  

  また、その財源につきましては、国や更生保護振興財産からの助成金が約１

億５,０００万円、日本自転車振興会からの補助金が１億円、その他助成金、県・

市町村補助金、寄附金、そして同法人のほうで建設積立金として用意した自己
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資金等が財源となってございます。  

 

水岸委員   更生保護施設は、犯罪者の再犯防止を推進していく上で必要な施設であり、

今回の整備により、罪を犯した者の自立に向けたサポートが、よりできる施設

となることを期待しております。  

  最後に、県でもこうした施設と連携しながら、県民の安全安心の確保に取り

組んでもらいたいと考えますが、御所見を伺い質問を終わります。  

 

望月県民安全協働課長 犯罪をした人の立ち直りを支えまして、再犯を防止する取り組みとい

うものは、安全安心な地域社会の実現のために必要不可欠だと思ってございま

す。このため、国の機関ですとか市町村、民間支援団体などと緊密な連携を図

りまして、県内全域に再犯防止の取り組みを広げ、安全安心に暮らせる社会の

実現を図ってまいりたいと思います。  

 

（ＰＨＲ利活用検討費について） 

飯島委員   知の２ページ、先ほどのＰＨＲのことでちょっとお伺いしたいと思います。  

  私のｉＰｈｏｎｅにも健康のアプリがありまして、血圧や血糖値、また体重

とか、きょうは何歩歩いたといったことまでわかるんです。そもそも、今回、

このＰＨＲに４,０００万円の予算がついているんですが、今私が申し上げたよ

うに、自分のそういうものがある中で、あえてまた県がこういうものをつくる

必要性があるのか、よくわからないところがあるんですね。  

  例えば病院とか、かかりつけのお医者さんが、患者さんのために、そういっ

たことを知っているほうが、次の治療にメリットがあるといったように、誰に

とってメリットがあるのか。繰り返して申しわけないんですけど、既にそうい

うものがあるのに、あえて県がこういうものをつくるのは、どこにどういうメ

リットがあるのかを、もう一回教えていただきたいと思います。  

 

斉藤政策企画グループ政策参事 アプリにつきましては、世の中にいろいろあることは承知し

ております。先ほどもお話しさせていただきましたとおり、健康や医療、また

介護など、いろいろなアプリがそれぞれできておりまして、ダウンロードして

使っていらっしゃるということも承知しております。  

  ただ、今回、県がどうしてこういったことに力を入れるかという話でござい

ますけれども、県のほうでも、今いろいろなアプリで使われている電子的な情

報につきましては、一元的に管理し、それを医療とか、お医者様のところへ行

って使える。まずは本人の健康管理に使える。そういったことによって、県民

の健康に資するというところで、県がやることの意味があるかなと思っており

ます。 

  健康づくりの支援、健康寿命の延伸や活性化というのは、重要な県政課題で

あることから、個人や医療とか健康情報、そういった取り組みを実現する効果

的な施策であるということで、県ではこれを取り組み始めたところでございま

す。 

  今、いろいろなアプリがございますが、これを一元的にできるというところ

で、日本医師会で推奨して、今想定しているアプリが、山梨県医師会と山梨大

学で開発したものでございます。医療情報なので、信頼性が非常に重要であり、

医師会と山梨大学が開発して、既に山梨大学医学部付属病院でもこういったも

のを導入し使っているというところもございます。既に使っているというとこ

ろもありますので、そういった点で優位性があるということで、このアプリを

県民のために進めていきたいと思っているところでございます。  
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飯島委員   私は、いいことだと思っているんですよ。いいことだと思っているんですけ

れども、先ほど申し上げたように、私が持っているｉＰｈｏｎｅにもそういう

アプリがあるので、どう違うのかなという単純な疑問なんです。これができて、

みんなが活用すればいいんですが、事業というのは何でもそうですけど、つく

ったはいいけれども普及しないということも念頭に置かなければいけないじゃ

ないですか、それをどう考えているのか。  

  それからもう１点、県内経済の活性化を促進するためと書かれていますが、

県内経済の活性化にどうつながるのかイメージできないんです。そこもお伺い

したいと思います。  

 

斉藤政策企画グループ政策参事 普及策につきましては、先ほどの答弁と重なるところがござ

いますが、アプリをダウンロードして、また情報登録にポイントをつけるとか、

入力したデータに基づいて健康指導サービスを行うなど、そういったことが動

機づけとして考えられますので、更なる利便性の向上を図っていきたいと思っ

ております。  

  また、県内経済の活性化の促進ということでございますが、ＰＨＲのデータ

を県内の企業や研究機関が利活用できる環境を整備することによりまして、

個々に適合した、先ほどもお話しさせていただきました、健康改善のサービス

や新サービスの創出、さらに医薬品や医療機器の研究開発、そういったところ

に取り組む企業が県内に生まれて、ヘルスケア産業の集積につながることも考

えながら県内経済の活性化を目指していきたいと考えているところでございま

す。 

 

飯島委員   先ほどの回答の中で、山梨大学が既に研究しているという話なんですが、い

つまでに完成するのか、お伺いしたいと思います。  

 

斉藤政策企画グループ政策参事 山梨大学の教授が、平成２８年度から平成３０年度にかけて

研究グループで開発しており、かかりつけ連携手帳ということで、山梨大学医

学部付属病院において普及しているところでございます。  

 

（スポーツ成長産業化戦略策定事業費について） 

飯島委員   次に、スの４ページ、スポーツ成長産業化戦略について。地方創生という字

面を見て、山梨ならではのスポーツ成長産業の戦略をするのかなと、私は勝手

に思っているんですけど、そういうお考えがあるんですか。  

 

安藤スポーツ振興課長 戦略の策定に当たりましては、山梨の特性、例えば豊かな自然、豊富

な資源、あるいは首都圏からアクセスがよいといったことを生かしながら、他

県と差別化を図るといった観点からも検討してまいりたいと考えております。  

 

飯島委員   オリンピックは延期しましたけど、ロードレースも山梨に来るということで、

自転車条例もできました。自転車もスポーツというカテゴリーの中の一つで、

山梨らしさを醸し出すのかなと思っていますので、今の回答は理解できました。

それでは、県内スポーツ産業の課題等を検討し、成長産業化に向けた戦略を策

定とありますが、これはどういう場で検討するんですか。  

 

安藤スポーツ振興課長 今回の予算を御議決いただきましたら、今想定していますのはプロポ

ーザル方式等で業者に委託をしたいと考えております。そこで、専門的な知見、

あるいは助言などを業者からいただく中で、県としてどういったことができる

のかといったことを検討してまいりたいと考えております。  
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飯島委員   新型コロナの関係で甲子園や国体がなくなり、いろいろな面で波及していま

す。高校生や大学生は、クラブ活動を通じてスポーツを盛んに行っているとこ

ろが多いと思うんですけれども、学校との連携は、どう考えていますか。  

 

安藤スポーツ振興課長 委員からお話がありましたように、新型コロナの関係で、今さまざま

なスポーツの大会ですとかイベントなどが中止あるいは延期という状況にござ

います。県といたしましても、再開に向けていろいろな形で後押ししたいと考

えておりますので、学校関係とも連携を図りながら、進めていきたいと思って

おります。  

 

飯島委員   今、元気がなくなっていますから、スポーツにかかわっている学生に勇気を

与えるよう、しっかり連携を図っていただきたいと思います。  

  それから、先ほどのＰＨＲではないですが、地域経済の活性化というのは、

具体的にどんなイメージなんでしょうか。  

 

安藤スポーツ振興課長 現在、県内における産業はさまざまございますけれども、そういった

産業をスポーツにどう結びつけられるか、あるいはスポーツを活用して、その

産業を伸ばしていく、活性化させていく、そういったことがどのようにできる

のか検討してまいりたいと考えております。  

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ７６ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算

の補正額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及

び歳出中総務委員会関係のもの 

 

質疑     

 

（やまなし安全・安心移住生活プロモーション事業費について） 

志村委員  課別説明書の県民３ページのやまなし安全・安心移住生活プロモーション事

業費の関係ですが、事業内容としてＰＲ動画の制作、ＳＮＳを活用した動画配

信等とありますけれども、具体的に、今イメージされている内容を、もう少し

説明をお願いします。 

 

有泉地域創生・人口対策課長 やまなしグリーン・ゾーン構想を初めとした安全安心なやまな

し暮らし、豊かな自然環境が本県の特徴だと思っております。都心にはない本

県ならではの優位性を強力にＰＲするため、例えばキャッチフレーズやキャラ

クターを作成いたしまして、ＰＲ動画をＬＩＮＥやツイッター等のＳＮＳを活

用して配信するとともに、若年層や経営者などに多く読まれております雑誌へ

の広告、ターゲットを絞ったインターネット広告などを実施してまいりたいと

考えております。 

 

志村委員  今、県の優位性ということがありましたけれども、確かに本県にはさまざま

な地域資源、また、今回の新型コロナウイルス感染症に対応していく中でグリ
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ーン・ゾーン構想、また本会議でも取り上げましたけれどもワーケーションも

含めて、山梨という立地を生かして、人口の流入、あるいは新たな県民の、県

外からも含めた人の移動を気をつけてやっていかなければならない面は確かに

あると思うんです。そういう中で、その優位性に足り得る素材をしっかりとわ

かりやすくお伝えしていくということが、非常に重要なんじゃないかと思いま

す。一つ例を挙げると、閉校になった清里小学校を、八ヶ岳コモンズというＮ

ＰＯ法人がシェアオフィスにしているような事例もあります。県内には、北杜

市だけでなくて、私の地元の笛吹市、またデュアルベースタウンで取り上げら

れている大月市も含めて、県内各地で、そういった県の優位性を打ち出せるも

のがたくさんあると思いますので、取材をしていただいて、わかりやすいコン

テンツに仕上げ、発信していただきたいと思います。この辺の取り組みを、こ

れから具体的に進めていく中で、そういった取材や素材集めも検討されている

と思うんですけれども、この辺についてはいかがでしょうか。 

 

有泉地域創生・人口対策課長 執行に当たりましては、公募型のプロポーザルという形で委託

をさせていただきます。その中で、県も提案させていただきますけれども、委

託の業者には、積極的に山梨の優位性の素材を集めてもらいたいと考えており

ます。 

  移住・二地域居住に向けては、地域間競争という形だと認識しておりますが、

そういった厳しい地域間競争にどうやって勝ち抜いていくかというところで、

今回のプロモーション活動を、まずは手始めに行ってまいりたいと考えており

ます。 

 

（地域公共交通利用促進キャンペーン事業費について） 

志村委員  交通政策課のほうで、リの２ページにあります地域公共交通利用促進キャン

ペーン事業費６,９００万円余ということで、これに関しては、事業者への前払

い支払い額の上乗せ利用分に対して助成するということで、前払いチケットを

発行する。多くの県民に利用を促していくということですけれども、もうちょ

っと具体的に、こんなふうに進めていくというようなところを御説明いただき

たいんですが、よろしくお願いします。 

 

藤原交通政策課長 ただいま委員から御質問のありました当キャンペーンにつきましては、新

型コロナウイルス感染症の影響で、利用の落ち込んだ路線バスとタクシーの事

業者が有利な回数券を販売することで、早期に利用を回復させるとともに、事

業者の資金繰りの改善につなげるという目的でございます。県民があらかじめ

電子もしくは紙により申し込み、クーポン券を取得し、路線バス・タクシー事

業者を指定し、クーポン券と引きかえに前払い販売額の５,０００円を支払いま

す。それに対して５０％の２,５００円分を上乗せしました７,５００円分の利

用ができる回数券を、県民で申し込まれた方が購入をいたします。バス・タク

シー事業者は、回数券の前払い代金を受け取りまして、県に対して回数券の上

乗せ分を請求し、県がその上乗せ分をバス・タクシー事業者へ補助するという

ものでございます。 

 

志村委員  既にこうした取り組みをされている自治体もありまして、金額的には１万円

とか、それぞれ自治体によって異なり、その半額を助成するということもあり

ますけれども、期間については今年度いっぱいということでよろしいんでしょ

うか。 

 

藤原交通政策課長 申し込み期間につきましては、急いで準備を進めまして、９月から申し込
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みの受け付けをしまして、できるだけ早期に購入していただけるよう、年内を

申し込み期限とさせていただきたいと考えております。 

 

志村委員  そうすると、利用できる期間というのは、年度内になるんでしょうか。 

 

藤原交通政策課長 利用期間につきましては、年度内ではなく、できる限り汎用性を高めて、

多くの方に購入していただくために、１年程度の期間を利用できるようなこと

を想定しています。 

 

志村委員  これは対象者を特に限定したりすることがあるのかどうか。例えば高齢者と

か、それから通勤、通学等で使っているような方は、別な割引もあるわけです

けれども、そういうものとの兼ね合いはどのように考えたらいいですか。 

 

藤原交通政策課長 キャンペーンに申し込みができる県民の皆様につきましては、県内に在住

する個人を対象としております。ほかのサービスにつきましては、福祉など限

定的なものもございますが、今回のキャンペーン事業につきましては、広く県

民の皆様に利用回復に参加していただけるよう、利用拡大を目的としておりま

すので、県内在住の個人を対象とさせていただいております。 

 

志村委員  詳細等が発表されて、少しでも大勢の方に利用していただいて、地域公共交

通の利用促進を図ることで、今回の新型コロナウイルス感染症で、非常に落ち

込んだ利用率や経済を回復させていくことにつながっていければと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 

白壁委員  今、志村委員からクーポン券の質問があったわけですけど、ようやくタクシ

ーに日の目が当たったのかなと。今まではバスが多かったので、タクシーは対

象外だったんだけれども、今回は、その前の２分の１の消毒だとか、こういっ

た関係も出てきたということで、先ほどもあったけれど、１年間、いつ募集を

して、いつそれを発行して、いつからいつまでの１年を想定しているのか。 

 

藤原交通政策課長 ただいまの委員の御質問につきまして、申し込み期間は９月から１２月と

いうことでございまして、随時申し込み順にクーポン券を送付させていただき

ます。クーポン券と有利な回数券を交換していただきまして、交換してからお

おむね１年程度を利用期間として想定しているところでございます。 

 

白壁委員  １年間ということで、この６,９００万円の中には手数料だとか、どこかに委

託するんだろうね。最近マスコミなんかで言われている、電通がどうだったか

ってありますが、委託費も入れてこの金額で行うの。中身はどんなもの。 

 

藤原交通政策課長 委託経費が含まれるかという御質問でございますが、こちらのほうは、委

託経費を含んでおります。委託経費として、おおむね５００万円程度を想定し

ているところでございます。 

 

白壁委員  ということは、５００万円を引いた残りの金額でやるんだね。 

想定されているタクシーとバスの比率というのは、どのくらいで計算してい

るの。 

 

藤原交通政策課長 １点追加でお答えさせていただきますが、そのほかに回数券の印刷代等が

７００万円程度ございます。対象事業者の車両につきましては、タクシーが８、
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バスが２ぐらいの割合の車両数を想定して見込んでおります。 

 

白壁委員  そうすると５,７００万円の金額がはじき出されてくるんだけど、それを２対

８ぐらいのところでいくと。いいことなんだけれども、これで足りなかったら

どうするんだろう。 

 

藤原交通政策課長 事業の推移を見ながら、検討してまいりたいと考えております。 

 

白壁委員  これは国補事業でしょう。今回の追加の分は、ほかのところから回してもら

うということかな。部長はうんうんと言っているけれど、そういうことであれ

ばいいよね。何しろ、いいことなので、もっといろんなところに広く知らしめ

て、これだけではお金が足りないよとしてもらいたい。 

  そこで、これ、どういう広告手法をとるんだろう。 

 

藤原交通政策課長 県民の皆様への周知につきましては、チラシの印刷、新聞広告への掲載等

を考えております。 

 

白壁委員  回数券の印刷っていうけど、回数券はどこで印刷するのか。 

 

藤原交通政策課長 回数券につきましては、いわゆる金券でございます。偽造のおそれがあり

ますので、そういった特殊な印刷ができる業者に印刷を発注することを考えて

おります。 

 

白壁委員  県で発注するということだね。そうすると、これから何かやるときにも、そ

れでわかるようにできるということね。 

  一番重要なことは、タクシーのないところはどうするのか。 

 

藤原交通政策課長 民間のタクシー、バスの事業者の支援が目的でございますので、そこの地

域につきましては、近くの民間事業者等を御利用いただきたいと考えておりま

す。 

 

白壁委員  薄々わかったと思うんだけど、実は丹波山村、小菅村にはタクシー会社がな

いんだよね。あそこはＮＰＯで、白タクとまで言わないけど、民間の人たちが

地域の交通、足をつくってやっている。そういったところには使えるのかね。 

 

藤原交通政策課長 丹波山村の例を出されたところでございますが、市町村が運行管理等かか

わっておりまして、そちらについては、市町村での対応となります。今回の事

業につきましては、民間事業者の支援ということで、そういった自家用有償旅

客運送につきましては、特定の村民等が限定的になってまいります。今回の事

業は不特定多数の県民を対象としていることから、対象から除外とさせていた

だきたいと考えております。 

 

白壁委員  そうかな。少しいろいろ考えてやってやるべきだと思うね。白タクという言

い方は悪いんだけど、地域のコミュニティーのため、ＮＰＯが自分たちで車を

出しながらやっているタクシー事業だから、何か方法を考えてやるべきだと思

うね。 

  先ほど、紙を使いながら募集、電子を使いながらと言ったんだけど、具体的

にどんな方法をとるんだろう。 
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藤原交通政策課長 ただいまの申請方法のお尋ねでございますが、電子申請につきましては、

「やまなしくらしねっと」というものがございますので、そちらから申請して

いただくことを考えております。 

  また、もう一方で、紙媒体による申し込みも想定しておりまして、こちらの

ほうは、インターネット環境のないお年寄りなどがいらっしゃいますので、紙

での申し込みも受け付けられるようにということで考えております。 

 

白壁委員  ここには広聴広報グループもいるかな。タイミング的なものがあるけれども、

県が出す広報誌に一緒に入れてやって。８月末のタイミングが合えば、ぜひ協

力してやってほしい。こういうものは、宝の持ち腐れじゃだめなんだよ。お金

が足りないぐらいに、予算が足りないというぐらい使ってもらって初めて生き

てくるもの。だから、ぜひ調整をしながらやっていただきたいと思います。最

後に局長の意気込みを。 

 

三井リニア交通局長 今回の補正でタクシー・バスという、いわゆる地域公共交通事業者の関

係の補正予算を計上させていただいたところでございます。地域公共交通につ

きましては、特にコロナの影響を大きく受けた業種ということで、タクシー７

割、バス７割、お客が減っているというような話も聞いています。また、事業

者からも直接、非常に厳しい状況だと。例えばバスですと、運行しなければい

けない、休業させることもできないということで、休業補償も公費では賄えな

いという状況で、非常に厳しい状況を認識しております。今回、こういったこ

とで国費を活用しながら支援事業を計上させていただいたので、最大限有効に

活用させていただきたいと思います。先ほど委員がおっしゃったように、今回

の予算としては、このように計上させていただいておりますけれども、非常に

活用していただけるようであれば、また財政当局とも相談させていただきまし

て、当然いろいろな事業の差金も出てくると思いますので、そういったことも

考えながら、しっかりとやっていきたいと思っています。 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※請願第１－２号  核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書採択につい

て 

意見 

 

水岸委員  本請願の趣旨は、核兵器禁止条約に関することであり、国の外交・安全保障

政策に関連していることから、地方議会が意見書を出すことは、慎重に熟慮し

なければならないと考えられます。 

  したがって、現時点では、本請願は継続審査とすべきと考えます。 

 

討論     なし 

 

採決     採決の結果、継続審査すべきものと決定した。 
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※請願第２－４号  選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求める意見書を国

へ提出することについて 

意見 

 

卯月委員  選択的夫婦別姓の導入については、婚姻制度や家族のあり方と深く関係をし

ておりまして、国民の理解を得る中で、国会においても慎重に継続的に検討さ

れていると認識をしております。県議会といたしましても、県民の意見を十分

に聞いて、国会での議論も見きわめながら慎重に判断する必要があると思いま

す。 

  したがいまして、本請願は継続審査とすべきであると考えます。 

 

討論     なし 

 

採決     採決の結果、継続審査すべきものと決定した。 

 

※請願第２－５号  「桜を見る会」の疑惑解明のため徹底審議を求める意見を提出するこ

とを要望することについて 

意見 

 

水岸委員  桜を見る会については、現在国会の予算委員会等において継続的に審議が行

われているところであり、国会は国民の負託を受けた国会議員が審議をする場

であり、その国会において審議が継続されている状況であることから、まずは

その質疑の状況、審議の動向を注視すべきであると考えます。 

  したがって、本請願は継続審査とすべきと考えます。 

 

飯島委員  私も紹介議員になっていて、前回継続の案件ではありますけれども、さらに

請願趣旨をよく読んでいただいて、終わった事件、終わった案件とはいえ、明

らかな資料も提出されていなく、これは早急に採択してほしいと申し上げたい

と思います。 

 

討論     なし 

 

採決     起立多数により、継続審査すべきものと決定した。 

 

※請願第２－６号  運転代行業者に対する国の支援措置の創設を求めることについて 

意見 

 

杉原副委員長  自動車運転代行業は、飲酒により自動車を運転できない場合にドライバーと

車を安全に目的地まで送り届けるという事業体として、車が交通手段の主流で

ある本県の県民生活に広く定着しています。また、代行を利用することで、飲

酒運転の防止に一定の役割を果たすなど、社会貢献度は高く、事業存続の必要

性が認められると考えられます。交通の安全や利用者の保護は、特定の地域に
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限るものではなく、全国的な視点に立って行うべきものであり、国へ財政支援

措置を求めることは適当であることから、本請願は採択が適当であると考えま

す。 

 

討論     なし 

 

採決     採決の結果、採択すべきものと決定した。 

 

※請願第２－９号  「学生に対する支援の抜本的な充実を求める意見書」の採択を求める

ことについて 

意見 

 

志村委員  本請願に関してですけども、新型コロナウイルスによりまして、経済的な影

響を受けている学生等への支援ということについては、国や県などが連携をし

て取り組んでいくということが必要であると思います。政府では困窮する学生

に対して、高等教育の修学支援新制度を初めとしまして、学生支援緊急給付金

など、経済的な支援制度を用意しているような状況です。 

  また、公的な奨学金も給付型は４月から拡充されて、学費の減免といった制

度も運用が始まっています。 

  一方、県内の多くの大学、山梨大学や山梨学院大学などでも困窮する学生に

対して独自の支援策を実施している状況にあります。県立大学においても、授

業料減免を独自に実施する補正予算が今議会に計上されています。 

  そうした観点から、引き続き国や本県の状況、また支援の取り組み状況等を

慎重に検討する必要があることから、継続して審査をしていくことが適当であ

ると考えます。 

 

討論     なし 

 

採決     採決の結果、継続審査すべきものと決定した。 

 

 

※所管事項 

質疑 

（新型コロナウイルス対策に係る各会議の会議録について） 

皆川委員  先日の全国紙の朝刊に、全国の都道府県の新型コロナウイルス対策の本部会

議と専門家会議において、本県を含む９県が議事録を作成していなかったと。

しかも、本部会議も専門家会議も両方とも作成していない県は、本県を含めて

たった５県だということであります。 

  新型コロナウイルス対策は県民の命にかかわる重大事でありますので、報道

のとおり議事録が作成されていないとするならば、議会としても見過ごすわけ

にはいきません。 

  そこで、まず、県は議事録をなぜ作成していないのか、理由を説明していた

だきたいと思います。 
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斉藤政策企画グループ政策参事 新型コロナウイルスへの対応につきましては、委員御指摘の

とおり、県民の命にかかわる重大事であるということは、十分認識していると

ころでございます。過去に経験したことのない業務に忙殺され、また、詳細な

記録作成が膨大な事務量になることから、関係部署と相談をいたしまして、会

議の性格を分析いたしまして、方向性を決定するものではなく、情報共有を図

る会議であるとしまして、肝心な部分はしっかりと残しながら、要旨とするこ

とといたしましたところです。 

  今まで本部会議は１１回、専門家会議は毎週火曜日、金曜日と開催してまい

りました。県では、概要は、正式な記録として、本部会議についてはホームペ

ージに掲載をさせていただいているところでございます。県民の皆様には、そ

のような形で情報提供をしているところでございます。 

 

皆川委員  何も記録していないわけではなくて、要旨をまとめた議事概要があるという

ことが、今、わかりましたけれど、議事概要を作成するということは、会議の

重要性を十分理解していると考えられますね。したがって、そういうことを理

解しているのであるならば、なお、発言要旨の一字一句まで詳細に記録してお

くべきではないかと思います。 

  そして、このことは重要なので、後世に伝えるために、しっかりと保存して

おくことも必要ではないかと思います。また事務量が膨大になり、人手が追い

つかないということを言っていますけれども、ほかの全国３８県では、議事録

があるわけでありますから、本県の事務処理能力が他県に比べて劣っていると

いうことなんでしょうかね。 

 

斉藤政策企画グループ政策参事 詳細に記録を残して、適切に保存していくことが望ましいこ

とは、十分理解をしているところでございます。 

  なお、今回さまざまな協力要請を行う際に、関東近県と連絡を取り合ってお

ります。そうした中で、そのときの状況から推察し、今発言させていただきま

すけれども、議事録を残していると回答した県でも、本県よりも簡略にしてい

る県もあるということも考えられます。 

  今回の事態は、新聞社の取材に対する私どもの説明不足もありまして、県民

の皆様に会議の記録を何も残していないような誤解を与えてしまったことは、

おわびを申し上げたいと思っております。 

  保存期間につきまして、今後、国の基本的対処方針における歴史的な保存文

書についても、考え方が示されているところでございますので、それを踏まえ

て今後検討してまいりたいと考えております。 

 

皆川委員  ほかの３８県に議事録があるということに対してですが、それは処理する人

間がいないということか。足りないということか。そのことについて、もう一

回答えてください。 

 

斉藤政策企画グループ政策参事 職員のほうは十分対応できていると思います。ただ経験した

ことのない業務ということで、そこで忙殺されるところもございます。忙殺さ

れておりまして、そういった記録が多大な事務量ということもございました。

職員については、皆、どこの県も同じような対応をしているかと思っておりま

す。 

 

皆川委員  新型コロナウイルス感染症の対応をしっかりと検証していくためには、やっ

ぱり記録をしっかり多く残していくということに価値があるんじゃないかと思

います。 
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  そこで、新型コロナウイルス感染症というのは、１００年に１度のものであ

りまして、関係する記録をしっかり引き継いでいくことで、将来の県民の命を

守り、本県の豊かさにつながるものじゃないかと思います。この点、どう考え

ますか。 

 

斉藤政策企画グループ政策参事 委員御指摘のとおり、新型コロナウイルス感染症につきまし

ては、未曽有の災害であり、歴史的な出来事として後世に残していく、後世に

確実に伝えていくことが必要であると考えております。本県の議事概要につき

ましては、新型コロナウイルス感染症対応への検証が可能であると考えており

ますが、国内外から安全で安心な山梨県として認められるようになるためにも、

会議の記録につきましては、検証が確実に行えるよう工夫してまいりたいと考

えております。 

 

皆川委員  これは県民の命にかかわることですから、大事にしてもらわないと困るんだ

よね。感染症はこれから第二波、第三波が起こる可能性もありますよね。それ

と、未知の感染症が、これから発生するということもあるので、県としては的

確に対応できるように、どんなときでも適切に準備しておくことが大切じゃな

いかと思います。このことを常に念頭に置いて、しっかり対応していただきた

いと思いますが、最後に決意のほどを、偉い人にお願いします。 

 

渡邊知事政策局長 新型コロナウイルス感染症の対応には、県職員では対応したことがなく、

今回の取り組みは手探りで進んでいます。今、委員から御叱咤もいただきまし

たように、その一つ一つが将来の山梨県民の生命、生活、安全を守ることにつ

ながるということを、改めて職員がしっかりと心に刻んで、そして知事が目指

します超感染症社会をつくって、豊かな山梨を築いていくために、これからも、

また、御指摘にもありましたように、常に準備ということもしっかり念頭に置

きながら、精いっぱい取り組んでまいりたいと考えております。委員各位には、

これからも御指導のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

白壁委員  局長が最後に答弁した後でちょっと悪いんだけれど、さっきの話の中で、検

討すると言ったじゃない。何を、どのように検討するのか。ＩＣレコーダーは

とってあるよね。皆さんが事務をやるわけじゃないじゃない。文字を起こすと

ころは外注だから、そのお金は今回のコロナ関係の交付金の中でも使えるわけ

じゃない。だから、それを使ってやれば全然問題ない。どうしても、これは内

密にしなければならん、というものがあれば、それは伏せればいいこと。これ

は、ちゃんと残しておかなければだめだよ。検討じゃないよ。やらざるを得な

いものはちゃんとやること。お金がない、人がいない、優秀じゃないとか、そ

んな話じゃない。だから、できるんだよ。どう、さっき検討すると言ったんだ

よ。 

 

渡邊知事政策局長 今、検討すると申しましたが、総合対策本部については、議事録という形

で整理をさせていただくつもりでおります。ただ、専門家会議につきましては、

毎週火曜日、金曜日に、場合によっては３時間、または４時間と長い時間にわ

たります。白壁委員から御指摘もありましたように、外注して委託ということ

もあるんですが、外に出せない情報もかなりあるものですから、そういう部分

だけを概要旨として残して記録をさせていただいています。発言なさっている

のはみんなお医者さんですから、その辺は、特に配慮してということもなく、

いろいろな御発言がある中で、特に肝心な部分だけは、要旨として整理をさせ

ていただいているというのが現状でございます。担当の福祉保健部とも相談を
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しなければなりませんものですから、そこは協議をさせていただければと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

 

白壁委員  のり弁でもいいんだよ。要は、出せないものは出せなくていいんだよ。だか

ら、情報公開であっても、出せないものは出せないんだから。だけど、こうい

ったものをちゃんと完備している、整備してあるということを言えるほうがい

いという意味だから。何々先生がこんなことを言いました。これは出すとひん

しゅくになりますとか、そういったところは、のり弁にすればいいじゃないか。

残しておくべきものは残しておいて、お金はそっちから出るんだから、あとは

外注へ委託するんだから、やるべきものはやっておけば何ら問題ないと思う。

公表できないものは公表しない。公表できるものは公表する。ただそれだけの

こと。どう。 

 

渡邊知事政策局長 私の一存でそれは決めかねますので、ちょっと福祉保健部と協議をさせて

ください。よろしくお願いします。 

 

飯島委員  議事録は、とても大事な案件なので、私も用意してきました。かぶるところ

もあるかもしれませんが、お聞きしたいと思います。 

  これは先週の金曜日の読売新聞の一面で、ごらんになっていると思います。

今、答弁をいただいて、善処するということではあると思いますけど、この２

６日の新聞で、山梨県は、対策本部は、情報交換、連絡調整を円滑にするため、

専門家会議は意見聴取する場で、政策決定などを行う場ではない。だから、記

録はつくらなくていいということを言っているんです。今の答弁では、それを

撤回したという解釈ですね。 

 

渡邊知事政策局長 最初から記録はつくらなくていいという判断をしていたわけではなくて、

詳細な議事録として発言者、発言内容を一字一句まで残して、きちっと記録を

残す必要があるかどうかについては、関係部局と協議をしていたものです。最

初から、記録を残さなくていいという判断をしていたわけではございません。

そのため、議事録については、概要として記録を残しておりましたので、最初

からそう考えていたものではございません。 

 

飯島委員  政府は、３月に公文書管理法に基づく行政文書の管理指針を出しているんで

すね。今回は、歴史的緊急事態に指定して、政策の決定を行う関連会議、議事

録の作成を義務づけているんです。今の県のコメントは、政策決定じゃないと

言っているから、これに外れたという解釈かもしれません。でも、政府は３月

にこういうことをやっているんですね。この法律は、自治体にも文書の適正な

管理について、必要な対策を講ずる努力を求めていると。３月にこういうよう

な文書が出ているんです。ごらんになっていますよね。 

 

渡邊知事政策局長 今回の専門家会議というのは、山梨県が独自でつくっているものですが、

これも含めて、国の基本的対処方針の中の歴史的保存文書に該当するか否かに

ついても、しっかりと協議をしてあるんですが、私ども内部では、国にも確認

をし、しっかり検討した結果、そこに該当する可能性は低いということを言わ

れたものですから、概要として残させていただいたと。 

  したがって、今後それがどこの歴史的保存文書に該当するか否かも含めて、

先ほどお答えさせていただきましたが、御指摘もありましたので、残すものは

しっかりと残せるように、今後検討させていただくということでございます。 
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飯島委員  いずれにしても、専門家も、議事録の作成は、後世でまた何があるかわから

ない。そういえば、新型コロナウイルスが１０年前にはやったよねと。その記

録を見るだけでも、大事な、有効な資料ですよね。そういうことも含め、私は、

議事録というのは、先ほど白壁委員がおっしゃいましたが、公開する、しない

はともかく、絶対にとっておくべきだと思います。罰則規程等はないのかもし

れませんが、はっきり言ってこれは名誉なことじゃないですよ。そこら辺をし

っかり感じていただきたいと思います。 
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主な質疑等 総務部、防災局、出納局、人事委員会事務局、監査委員事務局、議会事務局関

係 

              

※第 ６５ 号  山梨県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例中

改正の件 

 

質疑     

 

卯月委員   条例の概要は、このイメージ図によると、今回追加します独自利用事務です

が、奨学給付金は国公立及び私立が対象となっていると思います。修学支援金

は県立のみとなっておりますが、この理由をお聞かせいただきたいと思います。 

 

土屋情報政策課長 奨学給付金は県内に住んでいる方、修学支援金は県内の専攻科に通う方を

対象とした制度でございます。  

具体的に申し上げますと、まず奨学給付金でございますが、これは生徒の教

科書など授業料以外の教育費に対して支給します。生活支援的な措置で、県内

在住の方を対象としているところでございます。このため、山梨県内に住んで、

他の都道府県、例えば東京都内の国公立ですとか、私立の専攻科へ通う方の生

徒さんも対象となるところでございます。対しまして、修学支援金はいわゆる

授業料無償化のための制度でございまして、県内で授業料を徴収する専攻科に

通う方を対象とした制度となっております。県内で授業料を徴収する専攻科は、

公立の甲府工業高校の専攻科だけでございまして、私立のものはございません

ので、修学支援金につきましては、公立のみを対象とした制度となっていると

ころでございます。  

修学支援金、奨学給付金、いずれも国の補助金を活用したものでございまし

て、その要綱にのっとった制度になっているところでございます。  

 

卯月委員   専攻科の生徒に対する修学支援金事業及び奨学給付金事業は、令和２年４月

から開始されていますけれども、この条例の施行日を令和３年、来年４月１日

とした理由について、教えていただきたいと思います。  

 

土屋情報政策課長 具体的にどのような事務にマイナンバーを利用できるかにつきましては、

国の機関であります個人情報保護委員会が、国や地方公共団体などからの要望

をもとに、独自利用事務の事例として示すことで利用できることになります。  

  今回の３事務がこの事例につけ加えられましたのが、ことしの２月２６日で

ございました。これを受けまして、今回、条例改正の御議決をいただいた後に、

国の個人情報保護委員会に届け出ますと、その後、保護委員会で公告ですとか

パブリックコメントですとか、そういった手続を行うこととなります。この手

続におおむね８カ月程度要することとなりますので、今回の事務が利用可能と

なりますのは、来年２月ぐらいからとなる見込みでございますけれども、２月、

３月に新しい申請があるということは極めてまれでございますので、新年度で

ある令和３年４月１日を施行日としているところでございます。  

 

卯月委員   今後、このような条例の改正を行う可能性は、まだあるんでしょうか。ある

いは条例改正の予定はありますか、そこについて、最後にお聞きしたいと思い

ます。 
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土屋情報政策課長 条例改正につきまして、現時点で予定しているものはございませんが、今

後、県の事務が、先ほど申し上げました個人情報保護委員会から示される事務

の事例に該当する場合には、県民の方の利便性の向上ですとか、行政事務の効

率化、そういった観点から積極的に取り入れることとしまして、条例改正につ

いて積極的に検討してまいりたいと考えております。  

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ６６ 号  山梨県県税条例中改正の件 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ６７ 号  山梨県県税条例等中改正の件 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ６８ 号  山梨県地方活力向上地域における県税の特別措置に関する条例

中改正の件 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ６９ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算

の補正額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及

び歳出中総務委員会関係のもの、第２条繰越明許費中総務委員会

関係のもの並びに第４条地方債の補正 

 

質疑     
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（公共施設等感染予防対策強化事業費について） 

杉原副委員長  課別説明書、総４ページの公共施設等感染予防対策強化事業費について幾つ

かお伺いいたします。  

  新型コロナウイルス感染症にかかわる国の緊急事態宣言が解除され、県の指

定管理施設等の利用が再開されています。どのような考えでこの事業により、

感染予防対策を図っていくのか、まずお伺いします。  

 

丸山財産管理課長 県の施設を利用してくださっている県民の方々が、手洗いにつきまして、

施設内のトイレ等の利用後、ウイルス付着の可能性があります水道の蛇口など

に触れることなく、安心して利用していただけるように、国の交付金を活用し

て、トイレにおける手洗い場の蛇口等を、センサー式の自動水栓に切りかえる

工事を実施していきたいと考えておるものでございます。  

 

杉原副委員長  この事業で対象となる県の施設は、代表的なものとして小瀬スポーツ公園が

明記され、その他４６施設とございますけれども、どのような施設が対象とな

るのか。また、合計で何基程度の水道の蛇口を自動化するのか、お伺いいたし

ます。 

 

丸山財産管理課長 表記させていただいております小瀬スポーツ公園のほかに、県民文化ホー

ル、文学館、考古博物館など、県民の方々が利用していただく公共施設３９施

設と、各地域の保健所、衛生環境研究所などの保健衛生検査業務施設７施設を

想定しておりまして、合わせ４６施設における水道栓約７００基分の自動水栓

化を予定させていただいているところでございます。  

 

杉原副委員長  公共施設における利用環境の整備は、新しい生活様式の推進と、県民が施設

を安心安全に利用できるために、重要な取り組みであると考えます。しっかり

と取り組んでいただければと思います。  

  最後の質問ですけれども、この事業で対象としている施設は、県の施設の一

部かと思いますが、どのような考え方で事業の対象を選別したのか、お伺いい

たします。  

 

丸山財産管理課長 まず、先ほど、公共施設３９施設と申し上げたものにつきましては、不特

定多数の県民の方々が利用していただくことを目的に設置されているというこ

とで、不特定多数ということに着目しまして、まず優先的に整備をさせていた

だければと考えさせていただいております。  

  また、保健所等の検査、衛生関係の検査にかかわる部署につきましては、県

の業務の継続性といったことから、新型コロナウイルス感染拡大が起こった場

合に、特に感染症対応業務に著しい影響が予想されるということから、こちら

の施設について優先的に整備させていただければと考えております。  

  このような考え方から、先ほど申し上げた４６施設の自動水栓化を図らせて

いただければと思います。  

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  
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※第 ７６ 号  令和２年度山梨県一般会計補正予算第１条第１項歳入歳出予算

の補正額及び歳入歳出予算の総額並びに同条第２項歳入各款及

び歳出中総務委員会関係のもの 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ７７ 号  令和２年度山梨県集中管理特別会計補正予算 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※第 ７３ 号  契約締結の件 

 

質疑     

 

志村委員   防災行政無線契約締結案件への質問をいたします。  

  まず、今回の契約案件は、設備更新が目的ということであります。今回更新

する地上系防災行政無線という設備が、先ほど御説明ありましたけども、もう

少し詳しく、どのようなイメージのものなのか、また１２カ所更新ということ

ですので、具体的にどういった場所のものかというところを御説明お願いしま

す。 

 

小澤防災危機管理課長 県の防災行政無線につきましては、気象台や市町村など関係機関との

間で気象情報や災害情報を安定的に送受信、受発信をするために、実は地上系

と衛星系の２系統を設けておりまして、その２系統によりまして通信を確保し

ているところでございます。  

  今回の設備更新につきましては、地上系の設備更新を行うものでございまし

て、県では、設備の老朽化の状況を踏まえまして、順次設備更新を行っている

ところでございますけれども、今回案件にございます１２カ所につきましては、

平成１１年から１３年に設置をいたしまして、約２０年が経過したものという

ことでございます。  

  なお、場所と申しますと、各合同庁舎、例えば北巨摩合同庁舎、東山梨合同

庁舎、南巨摩合同庁舎、西八代合同庁舎等の県の合同庁舎、また小瀬スポーツ

公園や県立中央病院等々の設備を今回更新することとしております。  

 

志村委員  それから、今回の入札は共同企業体方式ということですけども、この方式を

とられた理由と、それから３社の共同企業体ということにしてありますけども、

その理由についてお願いします。  
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小澤防災危機管理課長 共同企業体方式につきましては、参加企業におけます経験の増大、技

術の拡充強化、さらには危険の分散等を図ることを目的とするものでございま

すが、今回の工事につきましては、先ほど申しました、無線設備等の製造から

据えつけ、また電波法上の検査を行う一貫したものでございます。これに係り

ます県内企業の経験の増大、また技術の拡充強化、さらには参加企業の危険分

散を図る観点から、共同企業体方式により入札を行ったものでございます。  

  また、３社の共同企業体としました理由でございますけれども、共同企業体

方式の取り扱いを定めております本県の共同企業体取扱要綱におきまして、２

社または３社とするということになっておりまして、今回の設備更新工事につ

きましては、予定価格が１５億円を超える大規模な工事でございまして、参加

企業の危険分散を図る観点、並びに県内企業の受注機会を可能な限り確保する

観点から、３社としたところでございます。  

  なお、３社のうち２社は、本社が県内にあることを要件としたところでござ

います。  

 

志村委員   今回の一般競争入札、１５.７億円が１４億円と、入札価格が大分下がったと

いうことで、効果があったのかなと思いますけども、業者選定を入札価格のみ

で行ったと考えていいのか、あるいは結果を見ると、いろいろな点数で、６１

点と５１点という結果になっていますので、この辺も含めて御説明をお願いし

ます。 

 

小澤防災危機管理課長 今回の工事につきましては、一般競争入札と御説明を申し上げました

が、予定価格が１５億円を超える契約でございまして、総合評価方式という形

で実施をさせていただいたところでございます。  

  総合評価方式に当たりましては、入札参加資格を有していることはもとより、

代表構成員が施工実績を有していることなど条件を付した上で行ったところで

ございます。  

  また、総合評価に当たりましては、提案のありました施工計画、実績等を評

価いたしまして、あと入札金額等によりまして評価を行ったところでございま

す。 

 

志村委員   大切な設備でありますし、気象情報や災害情報を、市町村や関係機関にお伝

えする設備でもありますので、平時はもとより、災害時にしっかりと稼働して

いただけることを念願するものであります。正式契約の後には、着実に施行し

ていただいて、高度で安定した防災行政無線が稼働できるよう、しっかり取り

組んでいただきたいと思います。  

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

※承第 １ 号  山梨県県税条例等中改正の件 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 
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採決    全員一致で原案のとおり承認すべきものと決定した。  

 

※承第 ２ 号  山梨県県税条例中改正の件 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり承認すべきものと決定した。  

 

※請願第２－３号  国に対し「消費税率五％への引き下げを求める意見書」の提出を求め

ることについて 

意見 

 

卯月委員  昨年１０月に消費税が引き上げられまして、国、地方ともに財政状況が厳し

い中、少子化対策や社会保障に対する安定財源を確保するために行われたもの

であると認識しております。日本の将来のため、少子化対策や社会保障の充実

を図るためには、全国民に広く薄く負担していただくことが必要であると考え

られますが、一方で、逆進性となる消費税がよいのかとする意見もあります。 

  したがいまして、本請願は継続して審査すべきと考えます。 

 

討論     なし 

 

採決     採決の結果、継続審査すべきものと決定した。 

 

※所管事項 

質疑     なし 

 

その他   ・本委員会が審査した事件に関する委員会報告書の作成及び委員長報告について

は委員長に委任された。 

      ・閉会中もなお継続して調査を要する事件については配付資料のとおり決定され

た。 

      ・継続審査案件調査の日時・場所等の決定は委員長に委任された。  

      ・県外調査を８月１９日から２１日に実施することとし、詳細については後日連

絡することとした。  

 

以    上  

 

                             総務委員長 猪股 尚彦 


